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１．埼京運輸区を発足することによる、現行よりも社員とお客さまへ関わるメリットを明らかにすること。 

回答：安全・安定輸送のさらなるレベルアップを図るとともに、効率的な業務執行体制の実現が出来ると  

考えている。 

２．会社が考える今後の埼京運輸区の展望と位置づけを示すこと。  

回答：安全・安定輸送のさらなるレベルアップを図るとともに、効率的な業務執行体制の実現を目的として、

埼京線および川越線を担当する箇所として発足するものである。 

３．朝の通勤・通学時間帯の大崎駅での次列車までの乗り継ぎ時間に柔軟性がない行路は解消されるのか

示すこと。 

回答：列車ダイヤの設定や効率的な運用を勘案し、行路を作成している。 
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４．フロアレイアウトで見る限り、使用する乗務員数に対して休憩・待機エリアに狭さを感じるが、どのような

想定で決めているのか考え方を示すこと。 

回答：必要な設備の整備は実施していく考えである。なお、必要なスペースは確保している。 

５．運転士・車掌とも日勤行路が１行路しかないが、年休を１日しかとらなかった場合その乗務員の勤務形態

はどうなるのか明らかにすること。  

回答：勤務については、就業規則に則り取り扱うこととなる。 

６．本区泊まりが設定されていないが、勤務終了後等でシャワー設備を使用することは可能なのか明らかに

すること。 

回答：埼京運輸区発足に向けて、設備使用のあり方について検討しているところである。 

７．基地再編後、埼京運輸区の執務スペースと大崎運輸区乗務員休憩詰所は別に設置すること。  

回答：埼京運輸区の執務室と大崎運輸区乗務員休憩詰所を別に設置する考えはない。 
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